
安
楽
寺
）
興
行
を
発
表
し
、
安
富
長
嗣
・
斎
藤
重
行
・
明
石
盛
行
を
鎌
倉

か
ら
派
遣
し
、
訴
訟
の
受
付
、
尋
ね
沙
汰
、
強
制
執
行
を
二
年
余
精
力
的

に
行
っ
た
。
そ
の
件
数
は
残
存
史
料
だ
け
で
も
七
〇
件
に
達
す
る
と
い

う
。
ほ
と
ん
ど
が
宇
佐
宮
・
弥
勒
寺
領
で
占
め
ら
れ
、
大
友
・
宇
都
宮
・

少
弐
な
ど
有
力
御
家
人
の
一
族
や
被
官
（
下
人
・
所
従
・
所
領
住
人
な
ど
）

が
法
の
適
用
を
う
け
て
い
る
。
宇
都
宮
一
族
の
適
用
を
表
に
す
る
と
次
の

ご
と
く
で
あ
る
。

ひ
で

こ
の
神
領
興
行
で
、
本
町
出
身
の
久
保
六
郎
種
栄
が
下
毛
郡
穴
石
郷
の

く
ろ
う
ず

黒
水
・
吉
武
両
名
五
町
ば
か
り
の
地
頭
職
に
つ
い
て
大
神
氏
に
訴
え
ら

れ
、
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
八
月
、
鎮
西
探
題
北
条
随
時
の
裁
定
で
、

御
家
人
側
が
勝
訴
す
る
と
い
う
希
な
例
が
あ
る
。
次
の
系
図
は
、
久
保
氏

と
宇
佐
宮
神
官
と
の
関
連
を
長
文
の
裁
許
状
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。久

保
種
栄
が
、
宇
佐
宮
の
神
官
や
弥
勒
寺
の
僧
侶
と
深
い
つ
な
が
り
が

あ
る
こ
と
が
、
こ
の
系
図
に
よ
っ
て
よ
く
分
か
る
。

べ
ん

さ

し

し
き

ぶ

久
保
氏
が
宇
佐
宮
領
貫
庄
の
荘
官
の
一
つ
で
あ
る
弁
済
使
職
と
、
弁
分

名
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宇
佐
宮
と
の
関
係
が
深
ま
り
、
下
毛
郡

へ
も
進
出
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡

北
条
得
宗

家
の
専
制

と
く

北
条
氏
の
中
で
も
、
執
権
の
座
に
就
く
嫡
流
の
家
を
得

そ
う宗

と
言
う
。
時
頼
―
時
宗
の
こ
ろ
か
ら
他
氏
を
圧
倒
す

る
権
力
を
集
中
さ
せ
、
元
寇
の
後
に
は
異
国
警
固
の
名
の
下
に
九
州
へ
一

挙
に
そ
の
力
を
浸
透
さ
せ
た
。

鎌
倉
時
代
の
大
蔵
久
保
氏
と
宇
佐
宮
と
の
関
係
図

大
神
宮
直

少
宮
司
兼
祝

智
仁

御
許
山
権
座
主

貫
尼
禅
阿

中

子

六
郎
種
俊

権
少
宮
司

宇
佐
持

輔

久
保
三
郎
種
家
法
名
道
恵

六
郎
種
栄

○

修
阿

女

子

○

尼
瞻

阿

尼
慈

恩

御
前
検
校

神

秋

社
僧

神

行

明
海
房

源
意

大
神
女
子

論

人

論

所

訴

人

裁
許
年
月
日

典
拠

山
田
中
内
政
盛

黒
土
庄
内
小
石
原

弥
勒
寺
供
僧
賢
親

正
和
二
・
二
・
二
〇

宮
成

山
田
彦
三
郎
政
康

下
毛
郡
四
郎
丸
名
内

神
官
並
頼
・
道
吽

正
和
二
・
三
・
一
二

益
永

〃

下
毛
郡
四
郎
丸
名
内

神
官
宇
佐
実
世

正
和
二
・
七
・
二
七

益
永

山
田
千
世
房
丸

下
毛
郡
久
枝
名

権
検
校
高
舜

正
和
二
・
八
・
一
二

小
山
田

宇
都
宮
頼
房

下
毛
郡
木
原
村
稲
重
名
内

神
官
宇
佐
忠
世

正
和
一
・
一
二
・
二
七

到
津

又
三
郎
・
九
郎
三
郎
頼
房
下
人

上
毛
郡
是
吉
名
内

官
人
代
宗
朋

正
和
二
・
六
・
二
二

奥

大
和
八
郎
信
茂

上
毛
郡
三
毛
門
大
路
田

神
官
田
部
盛
継

正
和
二
・
六

宮
成

山

二
郎
重
安
頼
房
領
住
人

宇
佐
郡
葛
原
郷
光
方
名
内

神
官
公
親

正
和
二
・
八
・
一
六

到
津

野
仲
次
郎
太
郎
道
雄

下
毛
郡
麻
生
郷
藍
原
屋
敷

神
官
実
世

正
和
二
・
六
・
一
二

永
弘

野
仲
道
性
房
円
空

下
毛
郡
全
得
名
・
世
永
名

神
官
愛
輔

正
和
二
・
六
・
二
二

永
弘

野
仲
原
次
郎
道
興

宇
佐
郡
高
家
郷
大
根
河
免
田

神
官
屋
形
諸
成

正
和
二
・
八
・
二
七

屋
形

野
仲
次
郎
太
郎

下
毛
郡
自
見
名
并
今
永
田
地

供
僧
神
堯

元
応
元
・
八
・
一
九

北
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吉田庄 

門司関 

平嶋 
天生田庄 

吉富名 

御沓村 
宇
佐
郡 

下
毛
郡 

上
野
村 

糸
田
庄 河

崎
庄 

企 

救 

郡 京
都

郡 

仲
津
郡

 

築
城
郡

 田

川

郡 

郡
毛
上  

例
を
あ
げ
れ
ば
、
守
護
職
の
独
占
で
あ
る
。
九
州
で
は
、
少
弐
氏
か
ら

豊
前
・
肥
前
を
奪
い
、
大
友
氏
か
ら
筑
後
・
肥
後
を
奪
い
、
島
津
氏
か
ら

日
向
・
大
隅
を
奪
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
か
国
の
守
護
と
し
、
北
条
一
族
を

配
置
し
た
。

鎌
倉
末
期
に
は
、
全
国
六
六
か
国
中
、
三
〇
か
国
を
超
え
る
守
護
職
を

占
め
、
あ
た
か
も
平
家
が
全
盛
期
に
知
行
国
三
〇
国
と
い
わ
れ
た
状
況
と

同
様
に
な
っ
た
か
ら
、
源
平
の
交
代
が
囁
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。よ

う
し
ょ
う

ま
た
、
荘
園
や
公
領
へ
の
進
出
に
も
熱
心
で
、
全
国
の
交
通
の
要

衝

と
な
る
地
域
を
押
さ
え
て
、
安
東
蓮
聖
の
よ
う
な
有
徳
の
御
内
人
を
代
官

と
し
て
送
り
込
み
、
権
力
を
背
景
に
悪
辣
な
手
段
を
使
っ
て
ま
で
も
経
済

力
を
蓄
え
、
鎌
倉
で
豪

華
な
生
活
を
送
っ
て
、

庶
民
の
苦
し
み
を
顧
み

る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
。豊

前
国
の
北
条
氏
領

と
し
て
判
明
し
て
い
る

地
域
を
地
図
に
す
る
と

上
図
の
よ
う
に
な
る
。

幕
府
の
腐
敗

得
宗

高
時

が
幼
少
で
執
権
に
な
る

う
ち
か
ん
れ
い

と
、
御
内
人
の
筆
頭
（
内
管
領
）
長
崎
高
綱
・
高
資
父
子
の
発
言
力
が
強

ま
り
、
賄
賂
が
横
行
し
て
、
政
治
の
公
平
さ
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

北
条
一
族
の
人
々
も
得
宗
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
御
内
人
と
な
る
者
さ

え
現
れ
た
。
北
条
泰
時
の
こ
ろ
の
よ
う
な
公
平
な
政
治
が
忘
れ
ら
れ
た
幕

府
に
対
し
て
、
御
家
人
の
信
頼
・
忠
誠
心
は
し
だ
い
に
失
わ
れ
、
得
宗
に

お
も
ね
っ
て
い
た
御
家
人
も
、
い
ざ
と
な
る
と
簡
単
に
幕
府
を
攻
撃
す
る

側
に
加
わ
っ
た
。

悪
党
の
横
行

神
領
興
行
令
や
徳
政
令
で
、
被
害
を
受
け
、
裁
判
に
敗

訴
し
た
武
士
や
困
窮
し
て
所
領
を
手
放
し
た
武
士
の
な

か
に
は
、
諸
国
を
流
浪
し
て
、
山
賊
に
な
っ
た
り
、
海
賊
に
な
っ
た
り
し

て
、
治
安
を
乱
し
、
追
討
さ
れ
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

幕
府
も
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
六
月
、「
鎮
西
検
断
の
事
、
早
く
器

量
の
仁
を
選
び
、
国
々
の
守
護
人
を
相
副
え
厳
密
の
沙
汰
を
致
さ
る
べ

し
」
と
鎮
西
探
題
金
沢
実
政
に
指
示
し
、
実
政
は
島
津
久
長
に
豊
後
の
検

断
を
命
じ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
三
月
、
下
毛
郡
野
仲
郷
全
得
・

世
永
両
名
へ
野
仲
道
性
房
円
空
が
数
百
騎
の
人
勢
を
引
率
し
て
、
押
し
寄

せ
、
百
姓
等
の
住
宅
を
壊
し
、
押
領
し
た
と
、
神
官
愛
輔
に
訴
え
ら
れ
、

お

も
と
さ
ん

御
許
山
座
主
職
を
追
わ
れ
た
。

ま
た
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
愛
輔
の
子
身
輔
・
前
輔
の
訴
え
で
肥

前
国
高
来
郡
大
豆
津
別
符
（
長
崎
県
）
の
返
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
大
河
孫
三

し

ぎ
ょ
う

郎
入
道
幸
蓮
は
た
び
た
び
施
行
に
応
ぜ
ず
、
そ
の
た
め
幸
運
は
所
帯
を

図４―４ 北条氏の所領
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こ
と
ご
と
く
没
収
さ
れ
た
。
幸
運
は
城
郭
を
構
え
、
人
勢
を
引
率
し
、
喧

嘩
に
及
ば
ん
と
し
た
（
肥
前
大
川
文
書
）。

く

な
わ

豊
後
国
来
縄
郷
内
小
野
名
（
豊
後
高
田
市
）
で
も
、
小
田
原
宗
忍
が
神
領

興
行
沙
汰
を
承
伏
せ
ず
、
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
神
官
な
ど
を
刃
傷
す

る
悪
行
狼
藉
を
致
し
、
当
名
に
城
郭
を
構
え
て
抵
抗
し
た
（
到
津
文
書
）
。

こ
の
よ
う
な
幕
府
や
本
所
の
命
令
に
従
わ
な
い
悪
党
が
各
所
で
発
生

し
、
同
じ
よ
う
な
不
満
を
抱
く
人
々
が
結
集
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
た
。

惣

領

制

の

変

化

源
頼
朝
は
武
士
に
参
戦
を
呼
び
か
け
る
と
き
、
武
士
団

の
長
に
呼
び
か
け
、
恩
賞
も
長
に
与
え
た
。
こ
れ
を
惣

領
制
と
い
う
。
こ
れ
以
外
の
兄
弟
は
庶
子
と
い
う
。

惣
領
は
所
領
を
庶
子
、
子
供
に
差
を
つ
け
て
分
け
与
え
た
。
こ
れ
が
一

〇
〇
年
も
経
過
す
る
と
、
所
領
が
増
加
し
な
い
限
り
、
限
り
な
く
細
分
化

し
、
零
細
な
所
領
と
な
り
、
幕
府
へ
の
奉
公
（
軍
役
・
番
役
等
）
に
耐
え

ら
れ
な
い
者
が
続
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
元
寇
後
は
こ
れ
が
切
実
な
問
題

と
な
り
、
惣
領
一
円
相
続
の
制
度
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
は
逆
を
言
え
ば
、
守
護
ク
ラ
ス
の
有
力
武
士
に
と
っ
て
、
一
族
の

統
率
力
を
強
化
し
、
こ
れ
が
結
集
さ
れ
れ
ば
、
北
条
氏
に
も
対
抗
で
き
る

ほ
ど
の
勢
力
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

後
醍
醐
天
皇

の
倒
幕
計
画

鎌
倉
の
当
主
が
内
管
領
長
崎
高
資
の
専
横
を
抑
え
き
れ

な
い
で
、
政
治
を
厭
い
、
日
夜
、
田
楽
や
闘
犬
に
耽
っ

て
い
る
と
き
、
京
都
で
は
、
大
覚
寺
統
の
後
醍
醐
天
皇
が
、
改
革
に
意
欲

を
示
し
て
い
た
。

記
録
所
を
設
置
し
て
、
親
し
く
訴
訟
を
決
裁
し
、
父
後
宇
多
上
皇
の
院

す
け
と
も

と
し
も
と

政
を
廃
止
し
て
、
宋
学
を
修
め
た
日
野
資
朝
や
日
野
俊
基
を
側
近
に
お
い

て
、
政
治
に
大
義
名
分
を
求
め
た
。
し
か
し
、
両
統
の
分
裂
に
よ
っ
て
、

対
立
す
る
持
明
院
統
の
幕
府
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
譲
位
を
迫
ら
れ

て
、
そ
の
地
位
は
安
定
し
な
か
っ
た
。
幕
府
が
あ
る
限
り
、
後
醍
醐
天
皇

が
大
覚
寺
統
の
余
流
で
あ
る
と
い
う
立
場
は
、
先
行
き
希
望
が
も
て
な

か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
正
中
の
倒
幕
計
画
が
進
行
し
た
。

正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
九
月
、
後
醍
醐
天
皇
の
無
礼
講
に
集
ま
っ
た

連
中
が
六
波
羅
探
題
の
軍
勢
に
襲
わ
れ
、
美
濃
の
源
氏
土
岐
氏
や
多
治
見

氏
ら
が
滅
ん
だ
。

と

き

よ
り
か
ず

土
岐
頼
員
の
妻
が
、
父
の
六
波
羅
の
奉
行
人
斎
藤
某
に
告
げ
た
た
め
計

画
が
露
見
し
た
と
い
う
。
日
野
資
朝
や
日
野
俊
基
も
逮
捕
さ
れ
、
鎌
倉
へ

護
送
さ
れ
た
が
、
日
野
資
朝
だ
け
が
陰
謀
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
佐
渡
島
に

配
流
さ
れ
た
。

元
弘
の
変

天
皇
の
倒
幕
計
画
は
、
そ
の
後
も
慎
重
に
進
め
ら
れ
、

久
し
く
絶
え
て
い
た
南
都
や
北
嶺
へ
行
幸
し
、
天
皇
の

も
り
よ
し

子
大
塔
宮
護
良
親
王
を
天
台
座
主
と
し
て
、
近
畿
地
方
の
寺
院
勢
力
を
引

き
つ
け
、
日
野
俊
基
を
近
辺
の
武
士
と
接
触
さ
せ
て
味
方
に
引
き
入
れ
よ

う
と
工
作
し
た
。

日
野
俊
基
が
接
し
た
武
士
に
は
「
悪
党
楠
兵
衛
尉
」
と
幕
府
側
か
ら
言

ま
さ
し
げ

わ
れ
た
楠
木
正
成
も
い
た
ら
し
い
。

元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
四
月
、
天
皇
の
側
近
三
房
（
北
畠
親
房
・
万
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里
小
路
宣
房
・
吉
田
定
房
）
の
一
人
定
房
が
、
こ
の
計
画
を
鎌
倉
に
告
げ

た
こ
と
か
ら
、
時
代
は
急
転
す
る
。

と
し
も
と

日
野
俊
基
と
醍
醐
寺
の
文
観
、
法
勝
寺
の
円
観
ら
が
逮
捕
さ
れ
、
鎌
倉

に
送
ら
れ
て
拷
問
に
か
け
ら
れ
白
状
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
日
野
俊
基
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
、
佐
渡
に
流
さ
れ
て
い
た

日
野
資
朝
も
殺
害
さ
れ
た
。
文
観
・
円
観
も
配
流
さ
れ
た
。

先
帝
、
叡
山
に
遷
幸
の
事
、
防
ぎ
申
す
べ
き
の
旨
、
す
で
に
院
宣
を
下
さ
る
と
云
々

よ
っ
て
凶
徒
等
を
対
治
の
た
め
、
貞
真
・
貞
冬
・
高
氏
を
差
し
進
ぜ
ら
る
所
也
、
こ

の
趣
を
も
っ
て
西
園
寺
家
へ
申
し
入
れ
ら
る
べ
き
の
状
、
仰
せ
に
依
り
執
達
件
の
如

し
、

う

め
の
ご
ん
の
か
み

元
徳
三
年
九
月
五
日

右
馬
権
頭
御
判（
北
条
茂
時
）

相
模
守

御
判（
赤
橋
守
時
）

越
後
守
殿

（
北
条
仲
時
）

し
ょ
う
げ
ん

越
後
左
近
将
監
殿
（
北
条
時
益
）

御
教
書
を
成
れ
る
人
々
次
第
不
同

武
藤
左
近
將
監

（
中
略
）
以
上
廿
人
、
暫
ら
く
在
京
す
べ
き
の
由
、
仰
せ
ら
れ
お

わ
ん
ぬ
、

島
津
上
総
入
道

大
和
彌
六
左
衛
門
尉

（
伊
勢
光
明
寺
文
書
残
篇
）

こ
れ
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
比
叡
山
へ
逃
れ
る
と
み
せ
て
、
奈
良
東
大
寺

へ
潜
幸
し
た
と
き
、
幕
府
は
鎌
倉
よ
り
北
条
貞
冬
や
足
利
高
氏
ら
を
上
洛

さ
せ
る
と
六
波
羅
探
題
に
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

武
藤
左
近
將
監
ら
二
〇
人
は
既

に
上
洛
し
て
い
た
の
か
、
滞
在
を

命
じ
、
島
津
上
総
入
道
・
大
和
彌

六
左
衛
門
尉
の
二
人
も
在
京
し
て

い
た
ら
し
く
、
追
加
し
た
ら
し

い
。
大
和
彌
六
左
衛
門
尉
と
は
大

和
守
頼
房
の
子
宇
都
宮
高
房
の
こ

と
で
あ
る
。
島
津
・
城
井
高
房
両

人
は
笠
置
攻
め
の
あ
と
、
宇
治
よ

り
大
和
路
を
と
っ
て
、
楠
木
城
に

向
か
っ
て
い
る
（
光
明
寺
文
書
残
篇
）。

か

ざ
ん
い
ん
も
ろ
か
た

八
月
、
天
皇
は
叡
山
に
は
花
山
院
師
賢
を
変
装
さ
せ
て
送
り
、
自
身
は

か
さ

ぎ

や
ま

大
和
と
の
国
境
の
笠
置
山
に
籠
城
し
た
。
こ
の
山
に
は
笠
置
寺
が
あ
り
、

げ

だ
つ

じ
ょ
う
け
い

鎌
倉
初
期
、
解
脱
上
人
貞
慶
が
中
興
し
て
い
た
。

天
皇
が
木
津
川
に
接
す
る
断
崖
の
要
害
に
よ
っ
て
、
一
か
月
も
幕
府
軍

数
万
の
攻
撃
に
耐
え
て
い
る
う
ち
に
、
河
内
・
大
和
の
国
境
の
金
剛
山
赤

坂
城
に
楠
木
正
成
が
挙
兵
し
た
が
、
こ
れ
も
一
か
月
ほ
ど
抵
抗
し
た
の
ち

陥
落
し
、
正
成
ら
は
行
方
を
く
ら
ま
せ
た
。

笠
置
山
を
落
ち
た
天
皇
は
ま
も
な
く
捕
ら
え
ら
れ
、
帰
京
し
て
譲
位
を

さ
せ
ら
れ
、
翌
年
三
月
承
久
の
乱
の
例
に
な
ら
っ
て
、
隠
岐
へ
配
流
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
の
事
件
を
元
弘
の
変
と
い
う
。

叡
山
か
ら
笠
置
山
に
向
か
っ
た
護
良
親
王
は
笠
置
陥
落
後
、
吉
野
の
山
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り
ょ
う

じ

中
に
隠
れ
、
周
辺
の
武
士
に
し
き
り
に
令
旨
を
発
し
て
挙
兵
を
呼
び
か

け
、
十
一
月
、
楠
木
正
成
が
赤
坂
城
を
取
り
戻
し
、
付
近
の
千
早
城
に
籠

城
す
る
と
、
護
良
親
王
も
吉
野
で
挙
兵
し
、
再
び
近
畿
一
帯
は
騒
々
し
く

な
っ
た
。

ほ
う
き

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
二
月
、
後
醍
醐
先
帝
は
隠
岐
を
脱
出
し
、
伯
耆

せ
ん
じ
ょ
う

大
山
の
麓
の
船
上
山
に
地
元
の
豪
族
名
和
長
年
に
護
ら
れ
て
籠
城
し

た
。
そ
の
こ
ろ
中
国
路
で
は
、
播
磨
に
赤
松
円
心
が
挙
兵
し
、
楠
木
正
成

も
城
を
出
て
摂
津
へ
進
軍
す
る
勢
い
を
示
し
た
。

く
つ

な

四
国
で
も
、
伊
予
の
忽
那
海
賊
が
先
帝
の
側
に
付
き
、
三
月
一
日
、
伊

ね

ご
ろ

こ
う
ず
け

の

予
の
宇
都
宮
貞
泰
ら
を
、
根
来
山
城
に
攻
め
た
か
ら
、
長
門
探
題

上

野

ぜ
ん

じ

前
司
時
直
が
長
門
・
周
防
両
国
の
軍
勢
を
率
い
鎮
定
に
向
か
っ
た
が
、
敗

北
を
喫
し
た
。

と
も

千
早
城
攻
撃
に
参
加
し
よ
う
と
船
で
上
洛
途
中
、
備
後
鞆
の
津
で
近

畿
・
中
国
の
情
勢
を
知
っ
た
菊
池
二
郎
武
時
は
肥
後
へ
引
き
返
し
、
鎮
西

探
題
北
条
英
時
を
討
つ
計
画
を
少
弐
貞
経
・
大
友
貞
宗
に
持
ち
掛
け
て
両

人
の
同
意
を
取
り
付
け
、
挙
兵
の
準
備
を
し
て
い
た
。

菊
池
武
時

の

挙

兵

三
月
十
一
日
、
博
多
へ
非
常
招
集
が
あ
り
、
菊
池
武
時

さ
む
ら
い

も
、
一
五
〇
騎
ほ
ど
を
率
い
て
到
着
し
、
翌
日
、

侍

ど
こ
ろ

所
へ
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
遅
参
で
あ
る
か
ら
、
着
到
簿
に
受
け
付
け
な
い

と
言
わ
れ
、
口
論
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
話
は
、「
太
平
記
」
よ
り
「
博

多
日
記
」
の
方
が
詳
し
く
、
真
実
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て

概
略
を
述
べ
る
。

三
月
十
三
日
、
菊
池
武
時
は
博
多
の
諸
所
に
放
火
し
、
少
弐
・
大
友
の

宿
所
へ
使
者
を
送
り
、
先
帝
の
院
宣
を
持
つ
御
使
い
が
行
き
ま
す
か
ら
、

行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
と
伝
え
さ
せ
た
。
少
弐
貞
経
は
使
者
二
人
の

首
を
切
り
、
探
題
へ
差
し
出
し
、
忠
誠
の
態
度
を
示
し
た
。
大
友
貞
宗
は

切
れ
と
言
っ
た
の
で
、
使
者
は
逐
電
し
た
。

菊
池
勢
は
単
独
で
探
題
館
を
攻
撃
し
、
菊
池
武
時
以
下
七
〇
人
余
が
戦

死
し
た
。

武
時
の
嫡
子
二
郎
武
重
と
阿
蘇
大
宮
司
ら
は
戦
場
を
離
脱
し
肥
後
へ
帰

国
し
て
、
日
向
国
境
に
近
い
鞍
岡
山
に
籠
城
し
た
。

も
ろ
よ
り

き

そ
の
後
、
豊
前
守
護
糸
田
貞
義
、
大
隅
守
護
桜
田
師
頼
・
肥
後
守
護
規

く矩
高
政
が
任
国
か
ら
急
ぎ
博
多
に
到
着
し
た
。

規
矩
高
政
は
翌
十
六
日
に
は
肥
後
の
地
頭
御
家
人
を
率
い
て
阿
蘇
鞍
岡

山
に
向
か
っ
た
。

三
月
十
七
日
、
肥
前
よ
り
早
馬
が
到
着
し
、
江
串
三
郎
ら
が
土
佐
に
配

た
か
よ
し

流
さ
れ
て
い
た
先
帝
の
長
子
尊
良
親
王
を
迎
え
て
挙
兵
し
た
と
報
じ
た
。

た
だ
ち
に
肥
前
の
御
家
人
等
が
討
伐
に
向
か
っ
た
。

三
月
二
十
日
、
博
多
の
陣
内
で
八
幡
弥
四
郎
宗
安
と
い
う
者
が
大
友
貞

宗
に
先
帝
の
院
宣
を
渡
そ
う
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
、
斬
首
さ
れ
た
。
大

友
・
少
弐
・
菊
池
・
平
戸
・
日
田
・
三
窪
の
六
氏
あ
て
の
院
の
符
を
所
持

し
て
い
た
。

ど
う
し
ょ
う

四
月
一
日
、
伯
耆
よ
り
石
見
を
経
て
、
長
門
に
侵
入
し
た
高
津
道

性

こ

と
う

は
厚
東
・
伊
佐
氏
ら
の
支
持
を
得
て
、
長
門
探
題
館
を
包
囲
し
た
と
門
司
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関
よ
り
知
ら
せ
が
入
り
、
翌
二
日
、
桜
田
師
頼
を
大
将
に
し
て
、
大
隅
国

御
家
人
・
日
田
肥
前
権
守
・
宗
像
大
宮
司
・
豊
前
の
東
四
郡
の
人
々
を
長

門
に
向
か
っ
て
出
発
さ
せ
た
。

ま
も
な
く
敵
一
〇
〇
余
人
を
討
ち
取
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た
。

長
門
国
は
み
な
先
帝
方
に
な
っ
た
が
、
桜
田
師
頼
軍
が
来
る
と
聞
い
て
、

厚
東
氏
は
自
分
の
城
に
引
き
籠
も
り
、
日
田
氏
ら
に
攻
撃
さ
れ
て
逐
電
し

た
と
い
う
と
こ
ろ
で
「
博
多
日
記
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
ろ
、
京
都
で
は
赤
松
円
心
ら
が
七
条
ま
で
進
出
し
、
六
波
羅
探

題
と
交
戦
し
て
い
る
と
、
関
東
よ
り
の
使
者
が
語
っ
た
。

四
月
一
日
、
鎮
西
探
題
英
時
は
「
九
州
の
士
卒
の
事
、
宜
し
く
分
国
の

守
護
人
の
催
促
に
従
う
べ
き
の
処
、
或
い
は
役
所
を
捨
て
、
他
国
に
馳
せ

向
か
い
、
或
い
は
子
息
・
親
類
を
分
け
遣
わ
す
の
由
そ
の
聞
こ
え
有
り
、

然
る
如
き
の
輩
に
お
い
て
は
罪
科
に
処
せ
ら
る
べ
し
」（
島
津
文
書
）

と
、
守
護
に
命
じ
て
、
御
家
人
の
統
率
を
強
化
し
た
。

足
利
高
氏

の

挙

兵

ち

ぐ
さ
た
だ
あ
き

四
月
八
日
、
先
帝
が
派
遣
し
た
千
種
忠
顕
が
、
赤
松
円

心
と
呼
応
し
て
京
都
へ
突
入
し
て
き
た
。

な

ご
え

幕
府
は
名
越
高
家
と
足
利
高
氏
を
上
洛
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
高
氏
は

執
権
守
時
の
妹
を
妻
と
し
て
い
た
か
ら
、
彼
が
幕
府
を
裏
切
る
と
は
つ
ゆ

ほ
ど
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な

ご
え

四
月
十
六
日
、
鎌
倉
軍
が
入
洛
し
た
。
二
十
七
日
、
名
越
高
家
は
山
陽

道
へ
向
か
っ
た
そ
の
日
に
、
赤
松
円
心
勢
と
戦
っ
て
戦
死
し
た
。

し
の
む
ら

足
利
高
氏
は
山
陰
道
を
進
み
、
丹
波
篠
村
八
幡
に
願
文
を
捧
げ
て
、
反

旗
を
翻
し
た
。

さ
え
ぎ

伯
耆
国
よ
り
勅
命
を
蒙
り
候
の
間
、
参
ぜ
し
め
候
の
処
、
遮
っ
て
御
同
心
の
由
承
り

候
の
条
、
悦
を
為
し
候
、
そ
の
子
細
、
御
使
に
申
し
候
ひ
お
わ
ん
ぬ
、
恐
々
謹
言

（
元
弘
三
年
）四
月
廿
九
日

高
氏
（
花
押
）

大
友
近
江
入
道
殿

（
筑
後
立
花
文
書
）

高
氏
は
四
月
廿
七
日
、
全
国
の
主
な
武
将
へ
合
力
を
呼
び
掛
け
た
が
、

右
の
史
料
は
、
絹
の
小
切
れ
に
認
め
た
も
と
ど
り
文
書
で
、
大
友
氏
は
高

氏
が
言
い
出
す
の
を
さ
え
ぎ
っ
て
味
方
す
る
と
言
っ
て
き
た
と
い
う
の
で

あ
る
。

同
月
廿
八
日
、
先
帝
は
島
津
貞
久
を
大
隅
国
守
護
職
に
任
じ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
、
先
帝
は
味
方
に
参
じ
た
大
友
・
少
弐
・
宇
都
宮
ら
北
条
氏

に
守
護
職
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
豪
族
に
元
の
守
護
職
を
与
え
た
ら
し
い
。

五
月
七
日
か
ら
六
波
羅
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、
九
日
に
六
波
羅
探
題
は
滅

亡
し
た
。

関
東
で
は
、
五
月
八

日
、
新
田
義
貞
が
上
野
国

新
田
庄
で
反
旗
を
か
か

げ
、
鎌
倉
を
目
指
し
て
進

撃
し
、
二
十
一
日
、
稲
村

ケ
崎
か
ら
干
潟
を
渡
っ
て

鎌
倉
に
突
入
し
、
二
十
二
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日
北
条
高
時
以
下
自
殺
し
て
幕
府
は
滅
び
た
。

鎮
西
探
題

の

滅

亡

五
月
九
日
に
六
波
羅
探
題
が
滅
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た

少
弐
・
大
友
ら
九
州
の
武
士
は
鎮
西
探
題
攻
撃
に
か
か

り
、
五
月
二
十
五
日
、
北
条
英
時
を
滅
ぼ
し
た
。
鎌
倉
陥
落
か
ら
三
日
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

□
月
廿
五
日
、
武
蔵
□
□
亮
英
時
以
下
□
伐
の
時
、
舎
弟
□
貞
、
疵
を
被
る
間
の
事
、

見
候
い
お
わ
ん
ぬ
、
よ
っ
て
執
達
□
□
、

□
□
三
年
五
月
十
八
日

高
房
（
花
押
）

田
口
孫
三
郎
殿

（
豊
前
田
口
文
書
）

の
ぶ
つ
ら

こ
れ
は
下
毛
郡
の
田
口
信
連
が
、
弟
重
貞
の
負

傷
の
現
場
に
宇
都
宮
高
房
が
い
た
こ
と
を
証
明
し

て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
田
口
氏
は
こ
の
あ
と

大
友
貞
宗
や
少
弐
貞
経
に
も
証
判
を
請
い
得
て
い

る
。

宇都宮高房の花押
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